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笑顔あふれる新学期のために。
 期待や不安を胸に学校へ向かう子どもたち。
 早く友だちや先生に会いたいと、桜の花びらが舞う通学路を思わず駆け出します。
 市では、新学期最初の１週間を「新年度感染予防対策強化週間」とするなど、
 市・学校・家庭が一体となって、子どもたちの笑顔を守っています。
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
特
別
投
影

期
間　
４
月
29
日
㈷
〜
５
月
５
日
㈷

番
組
・
時
間　
▽
し
ま
じ
ろ
う
と

た
ん
じ
ょ
う
び
の
お
ほ
し
さ
ま
＝

午
前
11
時
〜
11
時
45
分
▽
美
し
き

地
球
〜
ベ
ラ
ガ
イ
ア
〜
＝
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
15
分
、
３
時
〜
３

時
45
分

　
※
各
回
季
節
の
星
空
の
解
説
付
き

会
場
　
み
か
ぼ
み
ら
い
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

入
場
料
　
▽
大
人
＝
３
１
０
円
▽

小
中
学
生
＝
２
１
０
円
▽
未
就
学

児
＝
無
料

問
い
合
わ
せ
　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

（
☎
㉒
５
５
１
１
）

高
山
社
跡
母
屋
兼
蚕
室

修
復
工
事
の
現
場
見
学
会

　
令
和
３
年
度
か
ら
修
復
工
事
中

の
高
山
社
跡
母
屋
兼
蚕
室
に
つ
い

て
、
工
事
現
場
の
公
開
と
解
説
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　
４
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
2
時
30
分

会
場　
高
山
社
跡

講
師
　
村
田
敬
一
さ
ん（
高
山
社

跡
保
存
整
備
計
画
策
定
委
員
会
委

員
長
）

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

22
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
文
化
財
保

護
課（
☎
㉓
５
９
９
７
）へ

花
壇
苗
の
寄
せ
植
え
講
習
会
と

特
別
販
売

　
花
壇
苗
の
寄
せ
植
え
講
習
と
花

の
特
別
販
売
を
行
い
ま
す
。

期
日
　
４
月
29
日
㈷

会
場
　
ら
ら
ん
藤
岡
花
の
交
流
館

内
容
・
時
間
　
▽
花
壇
苗
の
寄
せ

植
え
講
習
会（
要
予
約
）＝
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
▽
花
の
特

別
販
売
＝
午
前
10
時
30
分
〜
売
り

切
れ
次
第
終
了

花
壇
苗
の
寄
せ
植
え
講
習
会

定
員
　
18
人（
抽
選
）

参
加
料
　
２
０
０
０
円（
花
苗
・

プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
材
料
費
）

そ
の
他
　
寄
せ
植
え
に
必
要
な
道

具
は
用
意
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

25
日
㈪
正
午
ま
で
に
農
政
課（
☎

㊵
２
３
０
４
）へ

苗
木
配
布
会

　
地
域
の
緑
化
推
進
の
た
め
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
配
布
し
ま

す
。

日
時
　
５
月
９
日
㈪
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
正
面

そ
の
他
　
▽
１
人
２
本
ま
で
で
無

く
な
り
次
第
終
了
▽
緑
の
募
金
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
森
林
課（
☎
㊵
２

３
１
６
）図

書
館
情
報

問
☎
�
１
６
６
９

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

お
は
な
し
の
会

　
３
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
手
遊
び
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
14
日
㈯
午
後
３
時
〜

３
時
40
分

会
場
　
図
書
館

日時　４月29日㈷～５月８日㈰午前９時～
午後４時（土・日曜日、祝日のみ開催）
会場　土と火の里公園
内容・体験料
  染色工房  
▷鯉

こい

のぼり＝1,300円
  陶芸工房  
▷せっけん粘土で作るかぶと＝500円
  ガラス工房  
▷ガラスのアクセサリー＝1,000円
▷万華鏡づくり＝1,800円
その他　体験を希望する場合は事前予約をし
てください
問い合わせ　土と火の里公園（☎㉘0385）

工芸体験村

土と火の里公園
春のものづくり特別体験春のものづくり特別体験

新型コロナウイルス関連情報
新
型
コ
ロ
ナ

関
連
情
報

ワ
ク
チ
ン

接
種
情
報

問い合わせ　市コロナワクチンコールセンター（☎027・212・4722）
健康づくり課（☎�1211（代表））

基本的な感染対策を再徹底しましょう基本的な感染対策を再徹底しましょう
　新型コロナウイルスは変異を繰り返していますが、基本的な感染対策は有効です。感染経路や感染防
止対策の意義を改めて確認し、一人一人が基本的な感染対策を徹底しましょう。

▶ マスクの着用
　マスクの着用は、ウイルスの吸入量を減少させるとともに、自らのウイルス拡散
を防ぎます。一般的なマスクでは、不織布マスクが最も高い効果を持っており、自
分と相手の双方がマスクを着用することで、ウイルスの吸い込みを７割以上（布マ
スク70％、不織布マスク75％）抑えるという研究結果があります。

▶ 手洗い
　ウイルスは水で洗い流すことでかなりの数を減らせます。手指に付着しているウ
イルス量は、流水による15秒の手洗いだけでも100分の１に、せっけんで10秒もみ
洗いし流水で15秒すすぐと１万分の１に減らすことができます。
　手洗いがすぐにできない状況では、アルコール消毒液も有効です。

▶ 身体的距離の確保（３密の回避）
　集団感染が発生した場所の共通点を踏まえると、「密閉空間」・「密接場面」・「密集場
所」という３密の条件がある場所で感染リスクが高いと考えられています。人との
間隔はできるだけ２ｍ（最低１ｍ）空け、室内はこまめに換気するようにしましょう。

　現時点では、飛
ひ ま つ

沫感染、接触感染のほか、エアロゾル感染が考えられています。

▶ 飛沫感染
　感染者の飛沫（くしゃみ、咳

せき

など）と一緒に放出された
ウイルスを口や鼻から吸い込むことで感染します。

▶ 接触感染
　感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後に周りの物に
触れるとウイルスが付きます。その部分に他の人が接触
することで感染者に直接接触しなくても感染します。

▶ エアロゾル感染
　エアロゾルは感染者の呼気や咳とともに出る微粒子で、
飛沫よりも小さく、長時間空気中に漂います。換気が不
十分な場所では、エアロゾルの濃度が高まり、２ｍ以上
離れていても感染するリスクがあるとされています。

　感染経路はどんなものがあるの？

　基本的な感染対策は？

飛沫飛沫

接触接触

エアロゾルエアロゾル
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
〜
５
月
12
日
は
こ
ど

も
の
読
書
週
間
で
す
。「
Ｂ
Ｐ
Ｍ

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ〝
あ
た
ら
し
い

絵
本
の
出
会
い
か
た
〞」を
テ
ー

マ
に
絵
本
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
４
月
19
日
㈫
〜
５
月
22
日
㈰

募
集

統
計
の
日
標
語

　
総
務
省
で
は
毎
年
10
月
18
日
を

「
統
計
の
日
」と
定
め
、
標
語
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
選
作

品
は
各
種
統
計
広
報
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

応
募
締
め
切
り
　
５
月
９
日
㈪

そ
の
他
　
応
募
点
数
は
１
人
５
作

品
ま
で
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
　
応
募
用
紙（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

に
記
入
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

で
総
務
省
政
策
統
括
官
付
統
計
企

画
管
理
官
室（

メールtoukeinohi@
soum

u.go.jp

、
〒
162
‐
８
６
６

８（
住
所
記
載
不
要
））へ

問
い
合
わ
せ
　
総
務
省
政
策
統
括

官
付
統
計
企
画
管
理
官
室（
☎
０

３
・
５
２
７
３
・
１
１
４
４
）・

総
務
課（
☎
㊵
２
２
２
７
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
働
く
意

欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
健
康
な
人

な
ら
誰
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

新
規
入
会
者
説
明
会

日
時
　
４
月
27
日
㈬
・
５
月
25
日

㈬
・６
月
22
日
㈬
・７
月
27
日
㈬
・

８
月
24
日
㈬
・
９
月
28
日
㈬
・
10

月
26
日
㈬
・
11
月
24
日
㈭
午
前
10

時
か
ら

会
場
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
費　
年
額
３
０
０
０
円（
月
割

り
有
り
）

互
助
会
費
　
年
額
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
☎
㉒
２
１
５
１
）

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
�
８
２
１
３

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
５
月
７
日
〜
７
月
16
日
の

土
曜
日（
６
月
25
日
を
除
く
全
10

回
）午
後
７
時
〜
９
時

会
場
　
市
民
体
育
館

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
園（
年
長
児
以
上
）の
初
心
者

定
員
　
40
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
３
０
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

持
っ
て
く
る
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

28
日
㈭
ま
で
に
参
加
料
を
持
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

健
康
福
祉

市
母
子
会
へ
の
入
会

　
市
母
子
会
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

お
よ
び
寡
婦
の
人
が
、
互
い
に
助

け
合
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

各
種
行
事
を
通
し
て
会
員
同
士
の

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
の
で
、
入

会
し
て
親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
お
よ
び
寡
婦

会
費
　
１
家
庭
年
額
１
０
０
０
円

主
な
行
事
　
▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
▽
親
子
社
会
見
学
▽
ク
リ
ス
マ

ス
会
▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど

※
変
更
と
な
る
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
母

子
会
事
務
局（
子
ど
も
課
内
☎
㊵

２
２
８
６
）

ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
を
応
援
し
ま
す

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
就
業
に

結
び
付
く
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
、
指
定
の
講
座
を
受
講
し
修
了

し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
額
　
受
講
に
要
し
た
費
用
の

６
割（
上
限
20
万
円
）

そ
の
他
　
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教

育
訓
練
給
付
金
の
受
給
資
格
が
あ

る
人
は
対
象
外
で
す

高
等
職
業
訓
練
促
進
費

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
就
業
に

役
立
つ
一
定
の
専
門
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
１
年
以
上
養
成
機
関

で
修
業
し
資
格
取
得
が
見
込
ま
れ

る
場
合
、
給
付
金
を
支
給
し
て
生

活
費
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

支
給
額
　
住
民
税
▽
非
課
税
世
帯
＝

月
額
10
万
円
▽
課
税
世
帯
＝
月
額

７
万
５
０
０
円

支
給
期
間
　
修
業
期
間
の
全
期
間

（
上
限
４
年
間
）

そ
の
他
　
▽
通
信
課
程
で
の
資
格

取
得
も
対
象
▽
修
業
終
了
後
に
一

時
金
の
支
給
も
あ
り
ま
す

高
卒
認
定
試
験

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い

（
中
退
を
含
む
）ひ
と
り
親
家
庭

の
親
ま
た
は
子
ど
も
が
、
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
合
格
を

目
指
す
場
合
に
、
対
象
講
座
の
受

講
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

給
付
額
　
▽
受
講
修
了
時
給
付
金
＝

支
払
っ
た
額
の
10
分
の
２（
10
万

を
超
え
る
場
合
は
上
限
10
万
円
、

受
講
費
用
が
４
０
０
０
円
を
超
え

な
い
場
合
は
支
給
対
象
外
）▽
合

格
時
給
付
金
＝
受
講
費
用
の
10
分

の
４

そ
の
他
　
受
講
修
了
時
給
付
金
と

合
格
時
給
付
金
の
支
給
額
の
合
計

額
は
上
限
15
万
円

共
通
事
項

そ
の
他
　
制
度
利
用
者
は
事
前
に

子
ど
も
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
子
ど

も
課（
☎
㊵
２
２
８
６
）

住
宅
▽
す
で
に
他
の
不
動
産
業

者
に
売
買
・
賃
貸
の
媒
介
契
約

中
の
住
宅

※
協
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
不
動

産
業
者
と
専
任
媒
介
契
約
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す（
仲
介
手

数
料
が
発
生
）

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　
宅
地
建
物
取
引
業
者
を
通
じ

て
売
買
で
取
得
し
た
市
内
の
空

き
家
に
つ
い
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
行
う
人
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
着
工
前
の

申
請
が
必
要
で
す
。

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費

の
２
分
の
１
と
し
、
空
き
家
バ

ン
ク
を
通
じ
て
取
得
し
た
空
き

家
の
場
合
上
限
額
50
万
円
、
そ

の
他
の
空
き
家
の
場
合
上
限
額

30
万
円（
転
入
者
の
場
合
は
10

万
円
加
算
）

補
助
対
象
工
事
　
住
宅
の
機
能

や
性
能
を
維
持
、
向
上
す
る
た

め
の
修
繕
、
模
様
替
え
、
設
備

更
新
な
ど
で
市
内
の
施
工
業
者

が
請
け
負
う
20
万
円
以
上
の
も
の

※
増
築
工
事
、
外
構
工
事
、
家

具
ま
た
は
電
気
機
械
器
具
の
購

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
市
内
に
あ
る
空
き
家
の
売
却

や
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者
が

空
き
家
物
件
を
登
録
し
、
市
内

へ
の
移
住
・
定
住
を
目
的
と
し

て
空
き
家
の
利
用
を
考
え
て
い

る
人
に
対
し
、
そ
の
情
報
を
紹

介
す
る
制
度
で
す
。
登
録
さ
れ

た
物
件
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。
空
き
家
を
売

り
た
い
、
貸
し
た
い
人
は
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
空
き
家
　
個
人
が

自
ら
の
居
住
を
目
的
と
し
て
建

築
ま
た
は
所
有
し
、
現
に
居
住

し
て
い
な
い（
居
住
し
な
く
な

る
予
定
の
も
の
を
含
む
）市
内

の
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

（
住
宅
部
分
の
面
積
が
全
体
の

２
分
の
１
以
上
あ
る
も
の
）。

た
だ
し
、
次
の
住
宅
を
除
き
ま

す
▽
建
築
基
準
法
そ
の
他
法
令

に
違
反
す
る
住
宅
▽
分
譲
・
賃

貸
借
を
目
的
と
し
て
建
築
さ
れ

た
住
宅
▽
主
と
し
て
不
動
産
業

を
営
む
人
が
所
有
す
る
住
宅
▽

老
朽
化
が
著
し
く
居
住
す
る
た

め
に
大
規
模
な
修
繕
を
要
す
る

入
設
置
工
事
な
ど
は
対
象
外

空
家
解
体
補
助
金

　

空
き
家
を
放
置
す
る
と
、
市

民
の
安
全
安
心
と
良
好
な
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
あ
る
空

き
家
が
解
体
さ
れ
ず
に
い
る
現

状
を
解
消
す
る
た
め
、
自
発
的

に
空
き
家
の
解
体
を
行
う
人
に

対
し
て
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

着
工
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費

の
３
分
の
１
と
し
、
上
限
額
20

万
円（
昭
和
56
年
以
前
の
空
き

家
は
30
万
円
）

補
助
対
象
工
事
　
個
人
が
所
有

す
る
１
年
以
上
居
住
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
で
あ

る
住
宅
の
解
体
で
、
市
内
の
施

工
業
者
が
請
け
負
う
も
の

※
家
具
な
ど
の
物
品
処
分
費
は

対
象
外

共
通
事
項

そ
の
他
　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
建
築
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
課

（
☎
㊵
２
３
２
６
）

空
き
家
バ
ン
ク
・
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
・
空
家
解
体
補
助
金
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健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
料
補
助

　
新
た
な
介
護
人
材
の
発
掘
の
た

め
、
介
護
職
員
初
任
者
受
講
料
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
人
▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

受
講
し
修
了
し
て
い
る
▽
受
講
料

に
つ
い
て
他
の
助
成
金（
求
職
者

支
援
を
含
む
）を
受
け
て
い
な
い

▽
研
修
修
了
後
、
３
カ
月
以
内
に

市
内
の
事
業
所
で
介
護
な
ど
の
業

務
に
従
事
し
、
同
じ
事
業
所
で
３

カ
月
以
上
従
事
し
て
い
る
▽
居
住

す
る
市
区
町
村
の
市
区
町
村
税
に

滞
納
が
な
い

補
助
金
額
　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
の
受
講
料
・
教
材
費
を
合
わ
せ

た
額（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨

て
、
上
限
５
万
円
）

申
請
期
限　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
１

年
以
内

そ
の
他　
申
請
に
必
要
な
書
類
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
介
護
保
険
課
窓
口
で

配
付
し
て
い
ま
す

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
補
助
要
件

を
満
た
し
た
時
点
で
介
護
保
険
課

（
☎
㊵
２
２
９
４
）へ

そ
の
他

粗
大
ご
み
有
料
回
収

収
集
日
　
５
月
２
日
・
９
日
・
16

日
・
23
日
の
月
曜
日
の
午
後（
各

日
先
着
６
人
）

収
集
品
目
　
家
具
・
自
転
車
な
ど

収
集
制
限
　
各
家
庭
４
点
以
内

料
金　
１
㎏
当
た
り
33
円（
消
費

税
込
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

22
日
㈮
か
ら
電
話
で
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
８
３
０
５
）へ

農
作
業
事
故
防
止

　
農
業
機
械
作
業
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
備
え
る
べ
き
機
器（
ラ

ン
プ
な
ど
）や
操
作
時
の
安
全
運

転
と
予
防
対
策
を
も
う
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

事
故
防
止
の
対
策

　
事
故
防
止
の
た
め
に
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
▽
確
実
な
運
転

操
作
と
ブ
レ
ー
キ
連
結
の
確
認
▽

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の
装
着

と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
▽
耕
作

地
周
辺
の
危
険
箇
所
の
確
認

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
農
政

課（
☎
㊵
２
３
０
４
）

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金

　
単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲く

み
取
り

便
槽
を
撤
去
・
再
利
用
し
て
、
合

併
処
理
浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る
場

合
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
期
限
　
12
月
28
日
㈬

補
助
金
額（
上
限
）

対
象
地
域
　
公
共
下
水
道
認
可
区

域
を
除
く
市
内
全
域

対
象
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
人
▽
対
象
区
域
内
の
専
用
住
宅

ま
た
は
店
舗
兼
住
宅
に
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
▽
市
税
に
滞

納
が
な
い
▽
10
人
槽
以
下
の
浄
化

槽
を
設
置
す
る
▽
特
定
の
資
格
を

有
す
る
業
者
に
工
事
を
行
わ
せ
る

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
下
水

道
課（
☎
㊵
２
３
２
７)

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

　
計
量
法
に
基
づ
く
期
限（
８
年
）

を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

作
業
に
市
指
定
の
工
事
業
者
が
伺

い
ま
す
。
対
象
の
住
宅
や
工
場
な

ど
に
は
市
か
ら
事
前
に
交
換
案
内

の
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。
作
業

終
了
後
に
連
絡
票
を
渡
し
ま
す
の

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
５
月
２
日
㈪
〜
23
日
㈪
、

６
月
１
日
㈬
〜
22
日
㈬

対
象
　
市
内
上
水
道
利
用
者
の
う

ち
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が
８
年
目
を

迎
え
る
利
用
者

費
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
水
道
工
務
課（
☎

㉒
１
９
５
３
）

市
民
投
稿

み
ん
な
で
楽
し
く
ギ
タ
ー
教
室

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
練
習
会

を
行
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
13
日
㈮
午
後
１
時
〜

３
時

会
場
　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
南
棟

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
須
藤
さ
ん（
☎
０

９
０
・
１
４
０
５
・
８
１
９
１
）

　市民サービスセンター（美九
里・日野）では、住民票の写し
の交付などを行っていますが、
公民館の大規模改修工事に伴
い休業します。
期間　６月１日㈬～令和５年
３月31日㈮
その他　休業期間中は市役所
市民課または鬼石総合支所鬼
石振興課の窓口を利用してく
ださい
問い合わせ　市民課（☎㊵2256）

市民サービスセンター
（美九里・日野）の休業
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期　日 時　間 会　場

５月16日
㈪

９：00～９：15 中栗須公会堂
９：25～９：35 上栗須公会堂
９：45～９：55 篠塚公会堂
10：10～10：35 美土里公民館
10：45～11：00 本動堂公会堂
11：10～11：20 上落合長津公会堂
11：30～11：40 三ツ木公会堂
13：00～13：15 白石公民館
13：25～13：40 上大塚公民館
13：50～14：00 中大塚公民館

５月18日
㈬

９：00～９：20 藤岡保健福祉事務所駐車場
９：30～９：45 下栗須西勝寺
９：55～10：15 神流公民館
10：30～10：45 上戸塚青年会館
10：55～11：05 栄町公会堂
11：10～11：25 小林地区公会堂
12：50～13：10 美九里公民館
13：20～13：40 総合学習センター西側公園駐車場
13：50～14：20 市役所東側駐車場

５月20日
㈮

９：25～９：35 保美濃山コミュニティセンター
９：55～10：05 満福寺前
10：15～10：35 小平山村活性化センター
10：45～10：55 三波川第３コミュニティセンター
11：10～11：25 旧鬼石総合支所駐車場
13：00～13：10 八塩公会堂
13：20～13：30 根際コミュニティセンター
13：35～13：45 平公民館
13：55～14：10 保美公会堂

期　日 時　間 会　場

５月９日
㈪

９：00～９：20 岡之郷下郷公会堂
９：30～９：40 岡之郷温井公会堂
９：50～10：05 立石南公会堂
10：15～10：40 立石北公会堂
10：55～11：10 立石新田公会堂
11：20～11：30 中島公会堂
12：50～13：10 小野公民館
13：25～13：40 森新田公民館
13：50～14：00 中下公会堂
14：10～14：20 中上公会堂

５月11日
㈬

９：25～９：35 上平公会堂
９：45～９：50 小柏公会堂
10：00～10：05 小暮酒店横
10：15～10：25 日野公民館
10：35～10：45 中倉公会堂
10：55～11：05 旧多野藤岡農協日野支店駐車場
11：15～11：25 西平井公会堂
13：00～13：20 平井公民館
13：25～13：40 東平井公民館
13：45～13：55 鮎川公会堂
14：05～14：20 駒形集会所

５月13日
㈮

９：00～９：40 浅間神社
９：50～10：05 藤岡公民館
10：15～10：30 芦田町町内公会堂
10：40～10：55 塚原コミュニティセンター
11：05～11：20 土師神社
12：50～12：55 高山上組公会堂
13：10～13：15 高山下組公会堂
13：25～13：35 三本木公会堂
13：45～13：55 矢場公会堂
14：05～14：15 外ノ平集会所

５月15日
㈰

９：00～11：30 保健センター前駐車場
12：00～12：30 旧鬼石総合支所駐車場

生後91日以上の犬は、登録と年１回の狂犬病予防注射が義務付けられています

　持ってくる物
　▷�新規登録者＝飼い主の住所・氏名・電話番号、犬
の名前・種類・性別・生年月日・毛色などを記入
した紙

　▷�既登録者＝郵送された狂犬病予防注射のお知らせ
ハガキ（４月中旬に発送予定）、愛犬手帳

　お願い
○会場には犬をコントロールできる人が来てください
○釣り銭のないようにお願いします
○犬のフンの始末は、飼い主が責任を持って行って
ください
○犬が死亡した場合や犬を譲り受けた場合、飼い主
が転入・転出する場合は環境課に連絡してください

　問い合わせ　　環境課（☎�2264）

　日時・会場
　下表のとおり（都合の良い日時・会場で受けてください）
　※�下表の日程で都合がつかない場合は、近くの動物病
院（料金は下記とは異なります）で受けてください。

　　�注射後は病院で発行される注射済証を環境課まで
持参してください

　料金
　▷新規登録（登録および注射代）＝6,500円
　▷既登録（注射代のみ）＝3,500円

の登録と狂犬病予防注射

人槽
単独処理浄化槽
からの転換

（宅地配管費含む）

汲み取り便槽
からの転換

（県エコ補助金含む）

５人槽 64万4,000円 48万4,000円

７人槽 68万6,000円 52万6,000円

10人槽 77万6,000円 61万6,000円
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健
康
づ
く
り
課（
☎
�
２
８
０
８
）

部
分
を
、
耳
の
方
か
ら
顎
の
先
へ

親
指
で
押
し
ま
す
）▽
舌ぜ
っ
か下

腺（
舌

を
押
し
上
げ
る
よ
う
に
、
顎
の
下

か
ら
両
手
の
親
指
を
そ
ろ
え
て
５

回
ほ
ど
押
し
ま
す
）

○
パ
タ
カ
ラ
体
操
＝
誤ご

嚥え
ん
性
肺
炎

の
予
防
に
、
パ
・
タ
・
カ
・
ラ
と

は
っ
き
り
発
音
し
、
口
周
辺
の
筋

肉
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
▽
パ
（
唇

を
し
っ
か
り
閉
じ
て
か
ら
破
裂
さ

せ
る
よ
う
に
発
音
し
ま
す
）
▽
タ

（
舌
の
先
を
上
顎
に
付
け
て
発
音

し
ま
す
）▽
カ
（
喉
の
奥
に
力
を

入
れ
て
舌
を
喉
に
押
し
付
け
、
喉

を
閉
め
て
発
音
し
ま
す
）▽
ラ（
舌

の
先
を
丸
め
て
上
の
前
歯
の
裏
に

当
て
発
音
し
ま
す
）

　
歯
周
病
は
、
あ
る
日
突
然
か
か

る
の
で
は
な
く
、
自
覚
症
状
の
少

な
い
初
期
段
階
を
経
て
、
徐
々
に

進
行
し
ま
す
。
重
度
に
な
っ
て
か

ら
慌
て
る
の
で
は
な
く
、
予
防
・

早
期
発
見・治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　
１
～
２
項
目
が
当
て
は
ま
れ
ば
、

歯
周
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

３
～
５
項
目
が
当
て
は
ま
れ
ば
、

歯
肉
の
炎
症
が
広
が
っ
て
歯
茎
の

中
の
骨
が
溶
け
、
歯
が
揺
れ
る
状

態
で
歯
周
病
が
中
等
度
以
上
進
行

し
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

歯
周
病
を
防
ぐ
口
の
ケ
ア

○
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
歯し

垢こ
う
の
除
去
）
＝
正
し
い
方
法
で
磨

き
残
し
が
な
い
よ
う
に
隅
々
ま
で

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う

○
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
＝
口
の
動

き
が
弱
く
な
っ
た
り
、
唾
液
の
分

泌
が
減
り
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
に
な
っ

た
り
す
る
と
、
歯
周
病
菌
が
繁
殖

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー

ジ
は
食
前
に
行
い
ま
し
ょ
う
▽
耳じ

下か

腺
（
耳
の
前
や
上
の
奥
歯
辺
り

を
後
ろ
か
ら
前
に
円
を
描
く
よ
う

に
優
し
く
押
し
ま
す
）
▽
顎が
っ
か下

腺

（
下
顎
の
骨
の
内
側
の
柔
ら
か
い

歯
周
病
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク

　
歯
周
病
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
全
身

の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
放
っ

て
お
く
と
命
に
関
わ
る
深
刻
な
事

態
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
の
口
や
歯
で
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
今
日

か
ら
早
速
歯
周
病
予
防
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

□
歯
茎
が
赤
く
腫
れ
て
、
ブ
ヨ
ブ

ヨ
す
る
こ
と
が
あ
る

□
な
ん
と
な
く
口
臭
が
気
に
な
る

□
歯
と
歯
の
間
に
物
が
詰
ま
り
や

す
く
な
っ
た

□
歯
み
が
き
後
、
歯
ブ
ラ
シ
に
血

が
付
い
た
り
、
す
す
い
だ
水
に
血

が
混
じ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

□
歯
を
指
で
触
る
と
、
少
し
ぐ
ら

つ
く

□
歯
が
む
ず
が
ゆ
く
、
浮
い
た
感

じ
が
あ
る

□
歯
茎
を
押
す
と
血
や
う
み
が
出

る
こ
と
が
あ
る

口
の
健
康
づ
く
り
の
カ
ギ
は
歯
周
病
予
防

解
し
、「
何
か
変
だ
」「
お
か
し

い
」
と
思
い
、気
付
く
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
人
権
を
守
る
た
め
に
適

切
に
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
も
し

も
人
権
侵
害
を
受
け
た
り
、
見
た

り
、聞
い
た
り
し
た
な
ら
ば
、黙
っ

て
我
慢
し
た
り
、
見
過
ご
し
た
り

し
な
い
で
関
係
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

本
市
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
「
人
権
尊
重
都
市
」

を
平
成
11
年
に
宣
言
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
藤
岡
市
人
権
教
育
・

啓
発
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、「
人

権
を
習
慣
・
文
化
と
し
て
日
常
生

活
に
定
着
さ
せ
、
市
民
が
一
人
一

人
の
人
権
を
尊
重
す
る
考
え
を
持

ち
、
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
基
本
方
針
と
し
て
、「
藤
岡

市
人
権
尊
重
都
市
宣
言
の
定
着
」

「
人
権
教
育
の
啓
発
」「
差
別
の

な
い
明
る
い
地
域
社
会
の
実
現
」

の
３
つ
を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
一
人
一

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
思
い
や

り
と
優
し
さ
に
満
ち
た
藤
岡
市
の

実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

身
近
な
人
権
問
題（
人
権
侵
害
）

　
人
権
講
演
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、「
子
ど
も
の
人
権
」「
障

が
い
の
あ
る
人
の
人
権
」「
女
性

の
人
権
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
人
権
侵
害
」が
身
近
な
人
権

問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、「
高
齢
者
の
人
権
」

「
同
和
問
題
」「
外
国
人
の
人
権
」

「
病
気
と
人
権
」「
犯
罪
被
害
者

な
ど
の
人
権
」「
そ
の
他
の
人
権

問
題
（
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
や
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
へ
の
偏

見
や
差
別
、
拉
致
問
題
等
）」
が

あ
り
ま
す
。
身
近
で
、
誰
か
の
人

権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
面
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　
偏
見
や
差
別
、
い
じ
め
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も
が
分

か
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
で
も
不
当
な
差
別
や

人
権
侵
害
事
件
が
起
き
て
い
る
の

は
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。

法
律
な
ど
を
作
っ
て
規
制
す
れ
ば

な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
事

な
こ
と
は
、
一
人
一
人
が
人
権
に

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
く
理

　
「
人
権
」
と
は
、
私
た
ち
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
権
利

で
す
。
ま
た
、
誰
に
と
っ
て
も
身

近
で
と
て
も
大
切
な
も
の
、
そ
し

て
、
違
い
を
認
め
合
う
心
に
よ
っ

て
守
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
人
権
が
保
障
さ
れ
る
ま
で

に
は
、
人
々
の
長
い
間
の
努
力
が

あ
り
ま
し
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
独

立
宣
言
」「
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
宣

言
」で
は
、
全
て
の
人
間
は
生
ま

れ
な
が
ら
に
人
権
を
持
つ
こ
と
が

宣
言
さ
れ
、第
２
次
世
界
大
戦
後
、

各
国
で
広
く
人
権
が
保
障
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
23
年
に
は
、
全
て
の

人
民
と
全
て
の
国
と
が
達
成
す
べ

き
共
通
の
基
準
と
し
て
、「
世
界

人
権
宣
言
」
が
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。日
本
国
憲
法
で
は
、

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」を
掲
げ
、

「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
誰
で
も

持
っ
て
い
る
権
利
」「
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
」「
現

在
、
将
来
に
わ
た
っ
て
与
え
ら
れ

る
権
利
」と
規
定
し
、
平
等
権
・

自
由
権
・
社
会
権
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

時
代
や
社
会
が
変
わ
り
、「
新

し
い
権
利
」と
し
て
、
環
境
権
、

知
る
権
利
、
肖
像
権
な
ど
が
出
て

き
て
い
ま
す
。

� 問い合わせ　生涯学習課（☎�6888）

～基本的人権の尊重～

５月の休日当番医 診療時間は午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
※当番医は変更になる場合があります。連絡の上、受診してください

日 医療機関 産婦人科 歯科

１日㈰ 鬼 石 病 院
鬼 石・ ☎ �3121

小 山 医 院
　中　・☎⑳1200

深 沢 内 科 医 院
上戸塚・☎�6555

江 本 歯 科 医 院
宮本町・☎�1955

３日㈷ くすの木病院
旭町・☎�3111

さ わ だ 医 院
岡之郷・☎�1888

く す の 木 病 院
旭 町・ ☎ �3111

４日㈷ 飯塚クリニック
下戸塚・☎�7700

アイリス診療所
　森 ・☎�2542

根岸産婦人科小児科医院
中栗須・☎�1111

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎�3311

坂 井 歯 科 医 院
２丁目・☎�0680

５日㈷ 篠 塚 病 院
篠 塚・ ☎ �9261

戸塚クリニック
上栗須・☎⑳1800

中島整形外科クリニック
芦田町・☎�1777

里村歯科クリニック
高崎市吉井町・☎027・387・8114

８日㈰ 光　　病　　院
本郷・☎�1234

や ま う ち 内 科
２丁目・☎�5792

光 病 院
本 郷・ ☎ �1234

長谷川歯科クリニック
高崎市吉井町・☎027・320・3400

15日㈰ 鬼 石 病 院
鬼 石・ ☎ �3121

よしだ内科クリニック
白 石・ ☎ �8958

田原内科クリニック
相生町・☎�2552

服 部 歯 科 医 院
鬼 石・ ☎ �2022

22日㈰ くすの木病院
旭町・☎�3111

原内科クリニック
下戸塚・☎�2255

原 歯 科 医 院
大戸町・☎�0079

29日㈰ 星 野 医 院
仲 町・ ☎ �0116

しののめクリニック
中栗須・☎�8851

おおすかこどもクリニック
芦田町・☎�8676

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎�3311

深 井 歯 科 医 院
高崎市新町・☎�0408

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します

人権に関する相談窓口　人権に関する相談窓口　
▷人権相談（市役所市民相談室＝毎月第２・４金▷人権相談（市役所市民相談室＝毎月第２・４金
曜日、鬼石公民館＝曜日、鬼石公民館＝４４・７・９・12月第３木曜日、・７・９・12月第３木曜日、
午後１～３時）午後１～３時）
▷みんなの人権１１０番（☎0570・003・110）▷みんなの人権１１０番（☎0570・003・110）
▷女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）▷女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）
▷子どもの人権１１０番（☎0120・007・110）▷子どもの人権１１０番（☎0120・007・110）
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相談 期日 時間 会場 申し込み 問い合わせ

法律相談
６日㈮
20日㈮
25日㈬
26日㈭

午後
１時～４時
25日は午後
１時～３時

市役所市民相談室
26日は鬼石公民館

６日は４月22日㈮、
20日・25日・26日
は５月10日㈫から

地域づくり課
（☎�2211）行政相談

11日㈬
18日㈬
19日㈭

午後
２時～４時

市役所市民相談室
19日は鬼石公民館 当日会場へ

人権相談 13日㈮
27日㈮

午後
１時～３時 市役所市民相談室 当日会場へ

心配ごと相談 11日㈬
25日㈬

午後
１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ

市社会福祉協議会
（☎�5647）

結婚相談 ７日㈯
19日㈭

午後
１時～４時 総合学習センター北棟

印鑑とスナップ写真
（Ｌ版）を持って、
当日会場へ

青少年相談 毎週
土・日曜日

午後
１時～４時

青少年センター
（市教育庁舎内）

電話でも面接でも
受け付けます

青少年センター
（☎�4150）

教育相談 毎週
月・水・木曜日

午前９時～
午後４時

教育研究所
（市教育庁舎内）

電話でも面接でも
受け付けます

教育研究所
（☎�9801）

家庭児童相談 毎週
月～金曜日

午前９時～
午後４時 市保健センター 電話で子ども課へ 子ども課

（☎�2268）

人口

男……………31,082人（-12）
女……………32,209人（-83）
計……………63,291人（-95）
世帯数……27,690世帯（+53）

令和４年４月１日現在
（）内は前月比

納税

納税は、便利・安全・確実な口座
振替をご利用ください

期日：随時

火災 救急 748件
（+31）

12件
（+6）

数字は令和４年１月からの累計（概数）です。

お出かけ前、ガスの元栓など確認
お願いします

火災・救急
令和４年３月31日現在

（）内は前年比

交通事故
令和４年３月31日現在

（）内は前年比

人身
事故

55件
（-13）

物損
事故

275件
（+2）

自転車に乗るときは、ヘルメットの
着用と自転車保険の加入！
横断歩道は、歩行者優先！

数字は令和４年１月からの累計（概数）です。

（
小
学
生
）

（
小
学
生
）

敬
称
省
略
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